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1. 序 

(1)研究の背景 

四国遍路は四国地域の弘法大師空海ゆかりの 88

の札所寺院を巡る日本を代表する聖蹟巡礼である。

平安時代をその起源とし、現在も年間10万人以上の

人々が訪れる。御開創 1200 年を迎えた平成 26 年は

巡礼者数が30万人に達する見込みとなっており、ま

さに現代に生きる文化といえる。 

巡礼者の増加に伴い、技術やインフラ設備の向上、

情報化する社会の中、歴史や伝統のある四国遍路文

化にも様々な影響が及ぼされ、古い慣習だけにとら

われない新しい価値観が持ち込まれ、四国霊場の様

相も変わりつつある。 

近年では、四国八十八箇所の札所寺院と遍路道を

世界遺産に登録しようという動きが四国 4 県と関係

市町村において高まっている。現在国内の世界遺産

暫定一覧表への追加記載を目指し、札所寺院や遍路

道などの「構成資産の文化財指定」や、世界遺産と

しての価値を示す「顕著な普遍的価値の証明」など

が課題として挙げられており、行政の関係部局では

調整が進んでいる 1。 

(2)研究の方法と目的 

本研究では、2 章で四国八十八箇所霊場と遍路道

の世界遺産や文化財指定に向けた国や関係自治体の

活動および現状と今後の課題を明らかにする。3 章

では、遍路道を撮影した写真を用いて、巡礼者の視

点から見た特殊性や非日常を創出する要素の把握を

行う。これにより文化財としての価値付けだけでは

なく、現代においても数多くの巡礼者が訪れる四国

遍路の多様な価値を明らかにし、現代の「生きた巡

礼文化」としてより適切な管理措置のあり方を考察

することを目的とする。 

 

2. 四国遍路に関する国と自治体の活動 
(1)札所寺院および遍路道の文化財保護の経緯 

「四国八十八箇所霊場と遍路道」の世界遺産登録に

向けた課題のひとつとして、構成資産の文化財指

定・選定を含めた国内法による保護措置の改善・充

実が挙げられている。 

始めに平成19年度に提出された「四国八十八箇所

霊場と遍路道」世界遺産暫定一覧表追加提案書に提

示された資産に含まれる文化財を参考に構成資産の

分類を行った。平成26年現在までの札所寺院の建造

物および寺院・遍路道の国の文化財保護法による文

化財の指定・選定・登録状況について、「建造物およ

び町並み」、「史跡」、「名勝」、「天然記念物」、「文化

的景観」の5つの保護手法ごとに指定の経緯や行政

の文化財調査などの現状を整理した。四国遍路に関

連する文化財の指定・選定・登録状況や文化財に関

連する国内法の制定に合わせて3期に分類を行い

(表 1)、各文化財の保護手法や現状について今後の

課題を考察する。 

(ⅰ)建造物および町並み 

国指定の保護措置が図られている四国八十八箇所

霊場と遍路道に関係する建造物および遍路道範囲内

に属する重要伝統的建造物群保存地区は、札所寺院

で国宝建造物が3ヶ寺3件、国指定重要文化財建造

物が15ヶ寺22件、国登録有形文化財建造物が7ヶ

寺58件、重要伝統的建造物群保存地区が4件となっ

ている。表1の3期に沿って指定状況の整理を行う。 

「文化財単体指定期」に古社寺保存法により旧国

宝に指定され、現在の国宝にあたる札所寺院建造物

は3ヶ寺3件である。指定された物件は主に鎌倉時

代後期から室町時代に建立された建造物であり、四

国八十八箇所霊場の中でも特に歴史が古く、建造物

単体として価値の高い物件が指定された。 

「建造物指定増加期」において、旧国宝を含む13

ヶ寺22件の札所寺院建造物が重要文化財に指定さ

れた。このうち5件は江戸時代に建立された建造物

である。江戸時代は遍路の基本構造が確立された時 
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代であり、巡礼者の増加に伴う札所寺院の盛況など

が、札所寺院の建立に影響を与えたと推測される。

また当期には伝統的建造物群保存地区制度により遍

路道を含む町並みが文化財として選定された。 

「文化財指定拡大期」において特徴的な事例とし

て登録有形文化財の増加が挙げられる。現存する霊

場寺院の構成資産の多くが江戸時代以降の建立もし

くは再建された建造物あるため、現在新たな指定は

停滞している。登録制度では、建造物だけではなく

石垣や手水舎など、規模が小さいものや工作物など

も登録の対象となり、複数の構成物をもって四国八

十八箇所霊場の近世札所寺院の境内景観を伝えるも

のとして評価されている。現在建造物を中心に登録

制度を有効に活用することでその数を増やしている。 

(ⅱ)史跡 

四国八十八箇所霊場と遍路道に関連する国の史跡

は、表1の「文化財単体指定期」に指定された4件

と、「文化財指定拡大期」に指定された2県の遍路道

計10.35kmの計 6件である。近年の大きな実績とし

て遍路道が国の史跡として指定されたことが挙げら

れる。近年札所寺院および遍路道の史跡指定は、四

国遍路の回遊性という特徴を生かし、寺院と道を単

体ではなく、一括して史跡指定を目指した取り組み

がなされている。史跡指定の方法は各県の「歴史の

道整備活用総合計画」を用いた遍路道と付帯する札

所寺院の調査である。遍路道の史跡指定はなされた

が、札所寺院との一括史跡指定はできていないため、

今後の課題となっている。 

(ⅲ)名勝 

四国八十八箇所霊場と遍路道に関連する国の名勝

は、表1の「文化財単体指定期」に指定された名勝

地3件と、「文化財指定拡大期」に指定された札所寺

院内庭園2件の計5件である。 

文化庁が平成23年度から24年度にかけて行った

名勝に関する総合調査 2では、四国遍路に関連する

名所絵図に描かれた名勝地など、四国遍路に関係す

る候補地が20件挙げられており、今後の指定が期待

される。 

一方で図2に示したように、名勝の指定地および

候補地は点在しているため、四国遍路の特徴である

回遊性や遍路道の連続性を示すことが難しく、他の

文化財保護措置との調整が必要である。

 

 

 

(ⅳ)天然記念物 

四国八十八箇所霊場と遍路道に関連する、国の天

然記念物は、表1の「文化財単体指定期」に指定さ

れた2件である。指定数が少ないため、指定の範囲

を市町村単位まで広げると、指定物件やその候補に

挙がる自然物には、弘法大師空海に関連する樹木や

国宝 0 国宝 0 国宝 0 0
重要文化財 1 重要文化財 0 1

登録文化財 17 17
重伝建 0 重伝建 0 0

史跡 0 史跡 0 史跡 1 1
名勝 0 名勝 0 名勝 1 1

天然記念物 0 天然記念物 0 天然記念物 0 0
国宝 (2) 国宝 0 国宝 0 0

重要文化財 2 重要文化財 0 2
登録文化財 0 0

重伝建 0 重伝建 2 2
史跡 1 史跡 0 史跡 0 1
名勝 1 名勝 0 名勝 1 2

天然記念物 1 天然記念物 0 天然記念物 0 1
国宝 (6) 国宝 2 国宝 0 2

重要文化財 8 重要文化財 1 9
登録文化財 9 9

重伝建 1 重伝建 1 2
史跡 1 史跡 0 史跡 0 1
名勝 1 名勝 0 名勝 0 1

天然記念物 0 天然記念物 0 天然記念物 0 0
国宝 (3) 国宝 1 国宝 0 1

重要文化財 8 重要文化財 2 10
登録文化財 32 32

重伝建 0 重伝建 0 0
史跡 2 史跡 0 史跡 1 3
名勝 1 名勝 0 名勝 0 1

天然記念物 1 天然記念物 0 天然記念物 0 1

愛
媛
県

香
川
県

徳
島
県

高
知
県

文化財単体指定期 建造物指定増加期 文化財指定拡大期 合
計M30年～S19年 S25年～S58年 H8年～H26年現在

徳島 

高知 

愛媛 

香川 

単体指定期 

建造物増加期 

指定拡大期

表1. 四国遍路関連資産の県別文化財指定数

図1. 四国遍路関連資産の県別文化財総数 

図2. 名勝指定と今後の候補地 
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水源、食わず梨や食わず芋などの逸話や伝説が関係

するものが存在する。 

天然記念物は、札所寺院の境内の一角の植生など、

規模の小さいものが多い。また世界遺産暫定一覧表

記載提案書内でも構成資産に含まれる文化財の既指

定以外の候補として挙げられていない。以上のこと

から天然記念物単体での指定を目指すのではなく、

他の文化財との組み合わせや融合が有効な保護措置

であると考えられる。 

(ⅴ)文化的景観 

平成 19 年度の世界遺産暫定一覧表記載提案書内

で、文化財指定の可能性がある遍路道に対する保護

手法の中でも、重要文化的景観に対する割合は高く

(図 3)、文化的景観による保護対象や具体的考え方

についての検討がなされている。 

 

また平成17年度から平成19年度には、文化庁の

採掘・製造，流通・往来及び居住に関連する文化的

景観の保護に関する調査研究会によって、全国調査
3が実施された。四国遍路は徳島県と松山市が「四国

の遍路道」という形で、重要地域に分類された。 

四国の遍路道は、四国内に点在する札所寺院を繋ぐ

交通路としてだけでなく、遍路道の機能を支える基

盤である接待所や遍路を対象とした宿泊所といった、

四国遍路を有する地域社会とその場所を訪れる遍路

の間にある、密接かつ独自の関係性もまた評価され

ている。 

(2)世界遺産登録推進に関する四国4県の取り組み 

平成18年度の世界遺産暫定一覧表提案書提出以

降、四国各県で札所寺院と遍路道の調査が進んでい

る。遍路道で初めて史跡指定が行われた徳島県や、

世界遺産登録推進協議会の事務局が置かれている香

川県では進んで調査が行われているが、愛媛県や高

知県では調査や文化財指定状況で遅れがみられる。

また図1のように各県で現在指定されている文化財

数に差があり、四国遍路をひとつの文化遺産として

評価するために、4県の文化財数の差を解消するだ

けでなく、各県ごとの遍路道の特色を生かした保存

管理を検討していく必要があると考えられる。 

 

3. 遍路道における空間構成要素の分析 

 (1)既往研究と目的 

街路空間や歩行空間を対象とし、写真を用いた画

像分析の研究として黒崎らの研究 4や、韓らの研究 5

などがある。また遍路道のような連続する空間の分

析に関する研究として羽藤らの研究 6などがある。 

遍路道においては、巡礼者である歩行者が体験す

る、低速で移動し、不定期に変化する空間構成につ

いて把握する必要がある。また生活道の中に存在す

る、遍路に関係する要素の抽出も重要である。 

本章では、道が巡礼者に与える「遍路道」として

の特殊性や非日常性を生み出す要素を明らかにする。 

(2)写真を用いた景観分析 

(ⅰ)衛星写真からみた遍路道の土地利用分布 

四国遍路は、四国4県 58市町村の範囲に全長約

1400kmの遍路道と全88ヶ寺の寺院が点在する、広

域かつ複数の構成要素を含む文化であるため、四国

遍路の景観を一概に定義づけることは困難である。 

図4. 遍路道高低図および札所寺院の立地(第一番札所から第十番札所付近の一例) 

景観条例が主となり

規制誘導する区間

587.6km
(41.7%)

重要伝統的 
建造物群保存地区 
10.5km(0.7%) 

重要文化的景観 
630.9km 
(44.8%) 

図3. 遍路道の保護手法別割合 

史跡 
180.3km 
(12.8%) 

総延長1409.3km 

A 山間部 B 海岸部 C 河川部 D 商業地 E 住宅地 F 耕作地 
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本章では、始めに衛星写真を利用して四国遍路全

域の遍路道沿道の土地利用をもとに区間の分類を行

った（図5）。また遍路道の高低図を用いて、札所寺

院の立地条件と遍路道の関係性を把握する。土地利

用および高低図と、札所寺院の位置を示したものの

一例が図4である。 

（ⅱ）パノラマ写真を用いた遍路道の構成要素分析 

衛星写真に基づく土地利用分類に加えて、より詳

細な遍路道の歩行空間の構成要素抽出のため現地調

査を行った。巡礼者を取り囲む遍路道の空間構成 

を定量的に把握するため、遍路道沿道の各地点でパ

ノラマ写真を撮影した。さらにそれらの写真をCAD

ソフトを用いて、遍路道景観の構成要素およびその 

面積率を算出し、遍路道の空間構成の分析を行う。

撮影写真と画像分析例および土地利用別空間構成要

素の面積率を集計したものが図6である。パノラマ 

写真の景観構成要素の面積率算出を行うにあたり、

人工的要素、遍路関係要素、自然的要素の3つの大 

 

分類から、さらに14の詳細分類を行った。図6を利

用して調査対象地別の特性を以下に述べる。 

・住宅地・耕作地中心地区 

当地区は衛星写真上住宅地と耕作地が多く出現し、

図6の地点15に代表されるように、住宅と耕作地の

面積率が比較的高いことがわかった。これにより衛

星写真から、実際目にする景観に近い土地利用の推

定を行えたことになる。また当地区に立地する寺院

図6. 写真分析例と空間構成要素の面積率 

図5. 土地利用区分地図 

(第一番札所から第十番札所付近の一例) 
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の前後の撮影地点において石造物などの遍路関係要

素が出現していた。このような遍路関係要素は、遍

路にとって札所寺院という目的地を認識させ、次の

目的地を目指す巡礼の達成感を得る要素のひとつで

はないかと考えられる。 

・商業地中心地区 

当地区は遍路関係要素が少ない割合を示した。こ

れは都市整備のため、石造物が移動・撤去され、石

造物以外の道案内となる情報が町中には多数存在し

ているためと考えられる。 

また当地区は調査地で唯一人工的要素が自然的要

素を上回った。図6の地点48に代表されるように耕

作地や樹木、山の出現率は低い値を示した。 

・山間部中心地区 

当地区は樹木などの自然的要素の全体平均が約7

割を占め、空が見える割合も低い値を示した。遍路

関係要素は低い値ではあるが、このような周囲を自

然に囲まれた山間部を歩く遍路にとって、石造物だ

けでなく民家や倉庫といった人工的要素の発見は、

小規模でも人の存在を示す心理的な安心感を与える

要素と考えられる。 

・海岸部中心地区 

徳島県最後の札所から高知県最初の札所までは約

80kmの長い遍路道が続く。片側が海岸部、もう一方

が山や樹木などの自然的要素であるため、自然的要

素の割合も高くなる。海岸部の遍路道であるが、図

6地点70に代表されるように、視界に海が見える割

合は少ない場所が多く、住宅などの建造物も少ない

単調な道となっている。 

(3)遍路道の景観の価値に関する考察 

本節では、衛星写真から土地利用区分を行ったA

からFまでの遍路道の文化財として価値付けを検討

し、それぞれの遍路道に対する適切な保護管理措置

を考察する(図 7)。 

(ⅰ)山間部の遍路道 

山間部は舗装されていない地道や石畳の道が多く

残存しており、現在の史跡指定の方向で順次調査・

指定を進めていくことが有効であると考えられる。

日常生活で山間地や林間地のような道を歩く機会の

少ない現代人にとって山間部の遍路道を歩く行為は、

巡礼行為とともに非日常的体験といえる。 

(ⅱ)海岸部の遍路道 

海岸部は名所図会に描かれるような難所も多く、

芸術上の価値から名勝指定が考えられる。海岸部は 

 

 

 

 

札所間距離が長く、単調な景色が続く車両中心の舗

装路が多いため、遍路にとって肉体的・精神的に修 

行の道のりといえる。このように景観が変化しても、

歴史的・現代的に共通する体験が可能であることも

遍路道の価値といえる。 

(ⅲ)河川部の遍路道 

河川部については、吉野川の遍路道から具体的な

事例を挙げる。吉野川周辺の遍路道では、石造物の

数が減少し、建造物もあまりみられない。暴れ川と

して有名な吉野川には、潜水橋と呼ばれる沈下橋や

遍路を対象とした渡しの跡なども残り、吉野川の自

然災害との関わりと、遍路が通過してきた往来の歴

史との関連性が読み取れ、河川景観の中でも特殊な

文化的景観として示すことができると考えられる。 

(ⅳ)商業地の遍路道 

商業地や中心市街地を通過する遍路道は、石造物

や遍路関係要素が非常に少なく、道は完全に舗装路

であり、車両通行も多い都市独特の景観が続くため、

文化財としての評価は困難である。しかしこのよう

な日々生活道として利用する道を、遍路が歩くこと

で、遍路自体が一般の人々に対し非日常を創出する

要素となり、遍路道の無形的な価値を示すと考えら

れる。 

(ⅴ)住宅地の遍路道 

住宅地に立地する札所寺院周辺では、道沿いに道

標などの遍路関係の要素が頻繁に見られ、遍路を対

象とした宿泊施設、飲食店や遍路用品店などが立地

し、小規模な門前町を形成する場所がある。また門

前町には、お手洗いやベンチなどの無料の休憩スペ

図7. 土地利用別空間構成要素の割合 

図8. 土地利用分布の4県平均値 
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ースを設け、訪れる遍路をもてなすための装置が存

在している。こうした特徴を生かし、四国遍路の門

前町として伝統的建造物群保存地区や文化的景観の

選定が考えられる。 

(ⅵ)耕作地の遍路道 

図8に示したように、遍路道の土地利用で最も多

い割合を示す耕作地は、平坦でのどかな道が多く、

見晴らしもいいため道標などの石造物を頻繁に発見

できる。特別な景観を有しているわけではないため、

文化財としての評価は難しい。しかし巡礼を行う遍

路にとっては快適に歩行できる遍路道としての価値

があると考えられる。 

(ⅶ)遍路道の墓所景観 

今回設定した土地利用区分以外で、遍路道で特徴

的にみられる景観として遍路墓と墓所景観を挙げる。

遍路道には墓地を通過する場所や、墓石が多くみら

れる札所寺院周辺など、墓所や墓石を目にする機会

が多い。これらは遍路墓と呼ばれる巡礼中に行き倒

れとなった遍路の墓であり、山中や沿岸部といった

難所から町中まで多くの場所で見ることができる。

これは四国遍路が過酷な巡礼であったことを示し、

現代を生きる遍路に死の世界の近さを感じさせる特

殊な景観であるといえる。 

 

4. 結論 

2章では、四国八十八箇所霊場と遍路道の世界遺

産登録推進に向けた構成資産の文化財の保護措置の

現状の把握と今後の課題について考察した。建造物

に関しては、指定文化財の増加は今後あまり見込ま

れず、文化財登録制度を利用した構成資産の保護が

有効な手段の一つと考えられる。遍路道に関しては、

昔からの古道景観が良好に残る箇所に関しては、引

き続き史跡指定を目指した調査が進められることが

望まれる。 

一方で、遍路道の大半を占める舗装路中心の箇所

は、周辺の自然的景観やお丁石や道標といった遍路

道独自の構成要素の価値を総合的に生かし、名勝や

文化的景観といった文化財の保護措置が有効である

と考えられる。 

行政の世界遺産登録推進活動に関しては、文化財

指定数や調査状況などで、四国4県で差がみられる

ため、四国一体となった四国遍路の価値付けのため

には4県の連携が重要となる。 

3章では、始めに衛星写真を用いて遍路道の土地

利用を把握した。次に実際に遍路道を歩く巡礼者の

目線を生かし、遍路道の空間構成要素の抽出を行い、

調査対象地とした地区の特徴を論じた。さらに各土

地利用に基づき、遍路道全域を対象とした遍路道景

観の文化財としての価値付けを試みた。 

「巡礼」という非日常的行為を、四国内の山間部、

海岸部、河川部、商業地、住宅地、耕作地と様々な

特徴ある遍路道を通過することで、その場所ごとに

遍路に与える視覚的要素や、心理的要素によって、

遍路は心身ともにさまざまな体験をする。そのため、

遍路が実際に眺める遍路道の景観は、建造物や史跡

のように文化財として価値が測れなくても、重要と

なる無形的要素や現代的要素も見られた。 

たとえば、遍路のために整備された休憩所やお手

洗い施設など、建造物としての価値は見出されなく

とも、実際に巡礼を行う人々にとっては文化的景観

を体感するうえで重要な装置となっている。   

また遍路道の史跡指定範囲拡大のために、舗装さ

れていない地道のみに価値付けを行うのではなく、

遍路たちが現在実際に歩いている道に、歩く行為や

巡礼者である遍路そのものに価値を見出し、アスフ

ァルト等の舗装路の史跡指定を含む文化財としての

価値付けに関する今後の検討が必要である。 

 平成28年度には、四国八十八箇所霊場と遍路道の

世界遺産暫定一覧表記載の是非が問われることとな

る。将来、世界遺産の登録の有無に関係なく、四国

遍路文化を維持していくためには、文化財指定とい

う、物理的な保護手法を生かしつつも、時代によっ

て変化する社会や巡礼者にも、柔軟に対応する管理

措置を検討し、四国遍路を「生きた巡礼文化」とし

て維持していく必要があると考えられる。 
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